
久留米工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 国語1
科目基礎情報
科目番号 1S01 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 制御情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:4 後期:4

教科書/教材 教科書：『精選　現代の国語』、『精選　言語文化』（明治書院）　教材：『プレミアムカラー国語便覧』（数研出版
）　参考図書：国語辞典、古語辞典、漢和辞典

担当教員 常木 佳奈
到達目標
1. 文章を的確に読み取り、ありありと感受し、自分なりの判断を持つことができる。
2. 相手を意識して、自分の考え、思い、感じたことを適切に表現し、伝達できる。
3. 日本語を多面的に理解し、日本語への関心を深め、進んで読書することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 文学作品を正確に、豊かに読み味
わえる。 文学作品を正確に読解できる。 文学作品を正確に読解できない。

評価項目2 自身の理解を適切に表現し、伝達
できる。

自身の理解を表現し、伝達できる
。

自身の理解を表現し、伝達できな
い。

評価項目3
日本語への関心を深め、自発的・
意欲的な読書姿勢が身についてい
る。

日本語に関心を持ち、自発的な読
書の姿勢がみられる。

日本語に関心が持てず、自発的な
読書姿勢が見られない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
日本語で書かれた文章（現代文・古文）を的確に読み、感受し、判断して、よりよく思索するための基本的な日本語力
を培うとともに、相手を意識して、自分の考え、思い、感じたことを適切に表現・伝達できる能力の伸張を目指す。あ
わせて、言語としての日本語の性格を理解し、ことばによる表現・理解とは何か、についての認識を深め、進んで読書
する態度を培う。

授業の進め方・方法

・前期、後期ともに週2回の授業とする（現代の国語と言語文化、それぞれ週1回ずつ）。
・授業のもちものなどについては、初回の授業でアナウンスする。
・指定された教科書の本文頁をあらかじめ読んでから授業に臨むこと。教科書に掲載されている作品は日本語としても
優れており、声に出して読むことを勧める。とりわけ、古文は暗誦するまでに読み込んでほしい。
・授業の発展として、問題意識をもって自主的に読書へ励み、自分の考えや思いを文章で表現するという習慣を身につ
けてほしい。

注意点

【事前学習】
・指定された教科書の本文頁をあらかじめ読んでから授業に臨むこと。その際には必ず辞書を使用し、ことばの意味に
ついても理解を深めておくこと。
【成績評価】
・満点を100点とし、60点以上の者を合格とする。
・定期試験（前期中間・期末、後期中間・期末の平均点）80％、そのほか（課題・小テストなど）20％を目安として評
価する。
・出席状況や課題提出状況、受講態度などを考慮し、必要と認めた場合、再試験の実施や課題などの再提出を課す。
【そのほか】
・提出を課したもの（論述や作文、コミュニケーションペーパーなど）は授業やそのほかの報告書などにおいて匿名で
取り上げることがあるので、その点を留意しておくこと。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
オリエンテーション　授業の進め方について、ことば
と表現（基本編）
現代の国語　「自分の時間で読み継ぐ」
言語文化〈古文編〉　「児のそら寝」

書き手の主張を、さまざまな表現から読み取ることが
できる。内容を的確に捉え、要点を把握できる。／説
話のおもしろさを味わうことができる。歴史的仮名遣
いの読み方を理解し、古文を音読できる。

2週 現代の国語　「『ふと』と『思わず』」
言語文化〈古文編〉　「児のそら寝」

書き手の主張を、さまざまな表現から読み取ることが
できる。内容を的確に捉え、要点を把握できる。／説
話のおもしろさを味わうことができる。歴史的仮名遣
いの読み方を理解し、古文を音読できる。

3週 現代の国語　「『ふと』と『思わず』」
言語文化〈古文編〉　「徒然草」

書き手の主張を、さまざまな表現から読み取ることが
できる。内容を的確に捉え、要点を把握できる。／「
徒然草」に表れた作者のものの見方、感じ方を捉える
ことができる。作者の主張を読み取り、批評できる。

4週 現代の国語　「『ふと』と『思わず』」
言語文化〈古文編〉　「徒然草」

書き手の主張を、さまざまな表現から読み取ることが
できる。内容を的確に捉え、要点を把握できる。／「
徒然草」に表れた作者のものの見方、感じ方を捉える
ことができる。作者の主張を読み取り、批評できる。

5週 現代の国語　「わかりあえないことから」
言語文化〈近現代文編〉　「羅生門」

「自分とは何か」について考えることができる。目的
や場に応じた話題を設定できる。／近代日本文学への
入門的な短編を通して、内容や展開を的確に捉えるこ
とができる。舞台設定・構成・描写に注目して作品を
読むことができる。

6週 現代の国語　「わかりあえないことから」
言語文化〈近現代文編〉　「羅生門」

「自分とは何か」について考えることができる。目的
や場に応じた話題を設定できる。／近代日本文学への
入門的な短編を通して、内容や展開を的確に捉えるこ
とができる。舞台設定・構成・描写に注目して作品を
読むことができる。



7週 現代の国語　「わかりあえないことから」
言語文化〈近現代文編〉　「羅生門」

「自分とは何か」について考えることができる。目的
や場に応じた話題を設定できる。／近代日本文学への
入門的な短編を通して、内容や展開を的確に捉えるこ
とができる。舞台設定・構成・描写に注目して作品を
読むことができる。

8週 中間試験 1stQの学習内容が60％以上定着している。

2ndQ

9週 現代の国語　「上手い、おもしろい」 身近な芸術について考えることができる。伝えたいこ
とを明確にすることができる。

10週 現代の国語　「上手い、おもしろい」
言語文化〈近現代文編〉　「羅生門」

身近な芸術について考えることができる。伝えたいこ
とを明確にすることができる。／近近代日本文学への
入門的な短編を通して、内容や展開を的確に捉えるこ
とができる。舞台設定・構成・描写に注目して作品を
読むことができる。

11週 現代の国語　「上手い、おもしろい」
言語文化〈近現代文編〉　「羅生門」

身近な芸術について考えることができる。伝えたいこ
とを明確にすることができる。／近代日本文学への入
門的な短編を通して、内容や展開を的確に捉えること
ができる。舞台設定・構成・描写に注目して作品を読
むことができる。

12週 現代の国語　「未来を予測する最善の方法」
言語文化〈近現代文編〉　「羅生門」

情報をどのように活用していくべきか考えることがで
きる。文章や図表を読んで自分の考えを深めることが
できる。／近代日本文学への入門的な短編を通して、
内容や展開を的確に捉えることができる。舞台設定・
構成・描写に注目して作品を読むことができる。

13週 現代の国語　「未来を予測する最善の方法」
言語文化〈古文編〉　「伊勢物語」

情報をどのように活用していくべきか考えることがで
きる。文章や図表を読んで自分の考えを深めることが
できる。／昔の人の恋のあり方について理解し、歌物
語に親しむことができる。想像力を働かせ、人物の心
情を考えることができる。

14週 現代の国語　「未来を予測する最善の方法」
言語文化〈古文編〉　「伊勢物語」

情報をどのように活用していくべきか考えることがで
きる。文章や図表を読んで自分の考えを深めることが
できる。／昔の人の恋のあり方について理解し、歌物
語に親しむことができる。想像力を働かせ、人物の心
情を考えることができる。

15週
前期のまとめ（14週目の後に期末試験を実施し、15週
目に答案返却・解説をする）
夏休み中の課題について

前期の学習内容が60％以上定着している。

16週

後期

3rdQ

1週 現代の国語　「働くことの意味」
言語文化〈近現代文編〉　ビブリオバトル

メディアの特性に応じて、適切なことばを使うことが
できる。／的確に文章を「読み」、相手に伝わる表現
で「書き」、人前で「話す」ことができる。人の話を
「聞く」ことができる。

2週 現代の国語　「働くことの意味」
言語文化〈古文編〉　「伊勢物語」

文化の基礎となる思想について理解できる。文章の組
み立てや情報と情報の関係について理解できる。／昔
の人の恋のあり方について理解し、歌物語に親しむこ
とができる。想像力を働かせ、人物の心情を考えるこ
とができる。

3週 現代の国語　「働くことの意味」
言語文化〈古文編〉　「伊勢物語」

文化の基礎となる思想について理解できる。文章の組
み立てや情報と情報の関係について理解できる。／昔
の人の恋のあり方について理解し、歌物語に親しむこ
とができる。想像力を働かせ、人物の心情を考えるこ
とができる。

4週 現代の国語　「生命誌からのメッセージ」
言語文化〈古文編〉　「伊勢物語」

文化の基礎となる思想について理解できる。文章の組
み立てや情報と情報の関係について理解できる。／昔
の人の恋のあり方について理解し、歌物語に親しむこ
とができる。想像力を働かせ、人物の心情を考えるこ
とができる。

5週
現代の国語　「生命誌からのメッセージ」
言語文化〈近現代文編〉　ことばと表現（語に注釈を
つける）

生命の共存について考えることができる。情報の扱い
方に注意できる。／昔の人の恋のあり方について理解
し、歌物語に親しむことができる。想像力を働かせ、
人物の心情を考えることができる。

6週
現代の国語　「生命誌からのメッセージ」
言語文化〈近現代文編〉　ことばと表現（語に注釈を
つける）

生命の共存について考えることができる。情報の扱い
方に注意できる。／小説や随筆の表現の仕方・特色を
つかみ、自分のものの見方・考え方、感じ方を深める
ことができる。作品の成立した時代や背景について調
べ、作品をさまざまな角度から考えることができる。

7週
現代の国語　ことばと表現（応用編）
言語文化〈近現代文編〉　ことばと表現（語に注釈を
つける）

生命の共存について考えることができる。情報の扱い
方に注意できる。／小説や随筆の表現の仕方・特色を
つかみ、自分のものの見方・考え方、感じ方を深める
ことができる。作品の成立した時代や背景について調
べ、作品をさまざまな角度から考えることができる。

8週 中間試験 3rdQの学習内容が60％以上定着している。

4thQ

9週 現代の国語　「世界中がハンバーガー」
言語文化〈古文編〉　「土佐日記」

現代社会の問題について考えることができる。話合い
を通して考えを広げたり深めたりできる。／日記文学
の特徴や成立の背景を理解できる。諧謔などの表現の
工夫を味わうことができる。

10週 現代の国語　「世界中がハンバーガー」
言語文化〈古文編〉　「土佐日記」

現代社会の問題について考えることができる。話合い
を通して考えを広げたり深めたりできる。／日記文学
の特徴や成立の背景を理解できる。諧謔などの表現の
工夫を味わうことができる。

11週 現代の国語　「世界中がハンバーガー」
言語文化〈古文編〉　「土佐日記」

現代社会の問題について考えることができる。話合い
を通して考えを広げたり深めたりできる。／日記文学
の特徴や成立の背景を理解できる。諧謔などの表現の
工夫を味わうことができる。



12週 現代の国語　「〈普遍語〉とは何か？」
言語文化〈詩歌編〉　「永訣の朝」

日本語という言語について考えることができる。／表
現上の特色や工夫に留意しながら読み味わうことがで
きる。

13週
現代の国語　「〈普遍語〉とは何か？」
言語文化〈古文編〉　伝統芸能の映像鑑賞（事前学習
）

日本語という言語について考えることができる。／歌
舞伎から生まれたことばを学び、伝統芸能と現代のこ
とばとのつながりを理解できる。

14週 現代の国語　「〈普遍語〉とは何か？」
言語文化〈古文編〉　伝統芸能の映像鑑賞

日本語という言語について考えることができる。／伝
統芸能の映像を鑑賞し、日本文化に親しむことができ
る。

15週 後期のまとめ（14週目の後に期末試験を実施し、15週
目に答案返却・解説をする） 後期の学習内容が60％以上定着している。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 国語 国語

論理的な文章(論説や評論)の構成や展開を的確にとらえ、要約で
きる。 2

前1,前2,前
5,前8,前
9,前12,前
15,後1,後
4,後5,後
9,後12

論理的な文章(論説や評論)に表された考えに対して、その論拠の
妥当性の判断を踏まえて自分の意見を述べることができる。 1

前1,前3,前
4,前6,前
8,前10,前
13,前15,後
2,後5,後
6,後7,後
10,後13

文学的な文章(小説や随筆)に描かれた人物やものの見方を表現に
即して読み取り、自分の意見を述べることができる。 1

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15,後
1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

常用漢字の音訓を正しく使える。主な常用漢字が書ける。 2

前1,前2,前
5,前8,前
9,前12,前
15,後1,後
4,後5,後
9,後12

類義語・対義語を思考や表現に活用できる。 2

前1,前2,前
5,前8,前
9,前12,前
15,後1,後
4,後5,後
9,後12

社会生活で使われている故事成語・慣用句の意味や内容を説明で
きる。 2

前1,前2,前
5,前8,前
9,前12,前
15,後1,後
4,後5,後
9,後12

専門の分野に関する用語を思考や表現に活用できる。 1

前1,前2,前
5,前8,前
9,前12,前
15,後1,後
4,後5,後
9,後12

実用的な文章(手紙・メール)を、相手や目的に応じた体裁や語句
を用いて作成できる。 2 前1,前8

報告・論文の目的に応じて、印刷物、インターネットから適切な
情報を収集できる。 2

前4,前7,前
11,前14,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後11,後
14

収集した情報を分析し、目的に応じて整理できる。 2

前4,前7,前
11,前14,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後11,後
14

報告・論文を、整理した情報を基にして、主張が効果的に伝わる
ように論理の構成や展開を工夫し、作成することができる。 1

前4,前7,前
8,前11,前
14,前15,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後8,後
11,後14,後
15



作成した報告・論文の内容および自分の思いや考えを、的確に口
頭発表することができる。 1

前4,前7,前
11,前14,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後11,後
14

課題に応じ、根拠に基づいて議論できる。 2

前4,前7,前
11,前14,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後11,後
14

相手の立場や考えを尊重しつつ、議論を通して集団としての思い
や考えをまとめることができる。 1

前4,前7,前
11,前14,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後11,後
14

新たな発想や他者の視点の理解に努め、自分の思いや考えを整理
するための手法を実践できる。 1

前1,前4,前
7,前11,前
14,後1,後
3,後5,後
6,後7,後
11,後14

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 2

前1,前2,前
5,前8,前
9,前12,前
15,後1,後
4,後5,後
8,後9,後
12,後15

他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 2

前4,前7,前
8,前11,前
14,前15,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後8,後
11,後14,後
15

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 1

前4,前7,前
11,前14,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後11,後
14

日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 1

前4,前7,前
11,前14,後
1,後3,後
5,後6,後
7,後11,後
14

評価割合
試験 そのほか 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 70 20 90
専門的能力 10 0 10
分野横断的能力 0 0 0


